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「免疫不全＝抗菌薬」で本当にいいの？
今回は免疫不全の総論です。
研修医の先生方お二人に質問ですが，最近経験した症例で「この患
者さんは，免疫不全だな」と思った症例を，思いつくだけ挙げてもら
えますか？
「アトピー性皮膚炎」「人工透析患者」「ステロイドによる細胞性免疫
障害」です。
「アトピー性皮膚炎」「ニューモシスチス肺炎」「ステロイド投与中に
発症したニューモシスチス肺炎」です。
先生方お二人ともステロイドの症例と，アトピー性皮膚炎の症例を挙
げていますね。ちなみにアトピー性皮膚炎は免疫不全だと思います
か？
そうだと思います。例えば私が救急外来で診療をしていたとき，「腰
がいきなり痛くなった」という主訴で若年の患者さんが受診され，そ
の患者さんは結果的に…。
アトピー性皮膚炎による化膿性椎体炎だったのでしょうか？
はい。
確かに，それは免疫不全の症状ですね。ただ，免疫不全の原因は，ス
テロイドを全身投与されている患者さんと同じでしょうか？
違うと思います。
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どの種類かの特定から始めよう
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そうです，違いますよね。A先生は人工透析患者さんも挙げてくれ
ましたが，その患者さんの現病歴はなんでしたか？
慢性腎臓病のある糖尿病の患者さんでした。
糖尿病の患者さんですよね。そうしたら，慢性腎臓病や糖尿病の患者
さんには身体的にどんな免疫不全があるか考えるようにしましょう。
このように，免疫不全といっても，それぞれ原因が違うんです。僕

が今回伝えたいのは，そこなんです。なぜかというと，「免疫不全」
という診断の段階で思考停止してしまっている人が多いからです。例
えば「この患者さんは免疫不全があるから，抗菌薬を何か投与しない
とだめだ」とか，「免疫不全だからスペクトラムが広いカルバペネム
を投与しよう」「β-D グルカン（値測定）を行おう」「サイトメガロア
ンチゲネミアを測ろう」などと「免疫不全だから抗菌薬が必要」とい
うことだけを考えていると，思考停止に陥ります。ですので，基本的
にどのような免疫不全かを診断する必要があります。免疫不全は種類
によって，原因となる微生物も，その後の感染症の様相も違うという
ことを，まずは頭に入れておきましょう。

免疫不全は 4 種類！
まずは，免疫不全の種類を理解しておく必要があります。それでは，
免疫不全にはどのような種類があるでしょうか？
アトピー性皮膚炎でのバリア機能の崩壊があると思います。
そうです。1 つはバリアの障害ですね。さらに，生体機能の破綻も加
えて「バリア生体機能の異常」とよばれています。A先生，もう 1
つどうでしょうか？
「好中球減少」によるものでしょうか？
そうです。好中球の質や量が低下することによって，好中球が機能し
なくなることもあります。B先生はどうでしょうか？
「液性免疫障害」があると思います。
正解です。それでは液性免疫障害とは，具体的になんでしょうか？
低ガンマグロブリン血症や脾臓摘出（脾摘）後の患者さんなど，抗体

岡

研修医A

岡

岡

研修医A

岡

研修医A

岡

研修医B

岡

研修医B



265● 18. 免疫不全と感染症

の機能や産生が低下する状態のことです。
そのとおりです。免疫不全の種類としてもう 1つありますが，B先生
わかりますか？
ステロイドなどによる「細胞性免疫障害」でしょうか？
正解です。いま挙げていただいたように，免疫不全は，この 4種類に
分類されます（図 1）。

バリア生体機能の異常

その部位の常在菌による感染症

好中球減少

一般的な細菌による感染症

液性免疫障害

脾臓摘出（脾摘）後，低ガンマ
グロブリン血症，慢性GVHD，
多発性骨髄腫など抗体の機能，
産生が低下する状態

細胞性免疫障害

ステロイド，免疫抑制剤，HIV，
T細胞リンパ腫などが原因で生
じる

図 1　4 種類の免疫不全
GVHD：移植片対宿主病，HIV：ヒト免疫不全ウイルス

キーワードは「常在菌」 〜バリア生体機能の異常
A先生はバリア障害の例として，アトピー性皮膚炎を挙げてくれま
したね。実際に経験もされたようですが，その際の原因菌はなんでし
たか？
MSSA（メチシリン感受性黄色ブドウ球菌）でした。
黄色ブドウ球菌ですね。バリア障害の場合，原因菌はおそらくMSSA
やMRSA（メチシリン耐性黄色ブドウ球菌）であると予想はつきます。
なぜなら，皮膚のバリアが破れて，そこから皮膚の常在菌や定着菌が
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